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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第24期

第１四半期連結
累計期間

第25期
第１四半期連結
累計期間

第24期

会計期間
自平成24年４月１日
至平成24年６月30日

自平成25年４月１日
至平成25年６月30日

自平成24年４月１日
至平成25年３月31日

売上高（千円） 2,658,729 2,318,138 11,172,001

経常利益（千円） 52,344 19,596 325,598

四半期（当期）純利益（千円） 136,283 15,398 544,433

四半期包括利益又は包括利益

（千円）
136,283 15,398 544,433

純資産額（千円） 1,986,976 2,410,525 2,395,127

総資産額（千円） 9,989,005 9,713,933 9,814,699

１株当たり四半期（当期）純利益金

額（円）
9.43 1.07 37.68

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 19.9 24.8 24.4

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
45,309 898 360,741

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△1,258 187,451 △113,059

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△510 △1,014 △282,040

現金及び現金同等物の四半期末（期

末）残高（千円）
603,608 713,046 525,710

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２．売上高には消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

４．四半期連結財務諸表規則第５条の２第２項により、四半期連結キャッシュ・フロー計算書を作成しておりま

す。

　

２【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載し

た事業等のリスクについての重要な変更はありません。

　

２【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。　

　

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（１）業績の状況

　当第１四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年６月30日まで）におけるわが国経済は、金融政策及び

経済対策の効果・期待から円安・株高が進み、企業収益の一部は改善が見られるものの、雇用状況の改善や個人消費

伸長の手応えは感じられず、先行きは依然として不透明な状況が続いております。

　当カー用品業界におきましては、前年のエコカー補助金などの政策効果によるカー用品需要増の反動もあり、全般

的に厳しい状況で推移いたしました。

　そのような中、当社グループでは、新たに将来を見据えた「中期経営計画2013」を策定し、平成24年度経営計画をさ

らに発展させ、収益性と経営効率の向上を目指して競争力を強化し、お客様への親切の徹底により、リピーターの確

保と新たなお客様の獲得による経営基盤の確立に取り組んで参りました。

　商品別の売上高につきましては、板金・塗装や洗車事業、各種工賃売上につきましては前期実績を上回り堅調に推

移いたしましたが、その他の商品につきましては前期実績を達成できず、全体としては前期比12.8％の減収となりま

した。一方、売上総利益率につきましては、商品構成の変化、工賃売上の増加により33.8％と、前期比2.3ポイント上昇

いたしました。

　以上の結果、当社グループの当第１四半期連結累計期間における売上高は2,318百万円（前期比12.8％減）、営業損

失は２百万円（前年同四半期は営業利益41百万円）、経常利益は19百万円（前期比62.6％減）、四半期純利益は15百

万円（前期比88.7％減）となりました。

　

（２）キャッシュ・フローの状況

　当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）の残高は、前連結会計年度末と

比較して187百万円（35.6％）増加し、713百万円となりました。

　当第１四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果獲得した資金は、収支均衡（前年同四半期は45百万円の収入）となりました。資金の主な増加項目

は、営業保証金の減少額66百万円、減価償却費49百万円であり、資金の主な減少項目は、利息の支払額53百万円、たな

卸資産の増加額42百万円であります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー)

　投資活動の結果獲得した資金は、187百万円（前年同四半期は１百万円の支出）となりました。資金の主な増加項目

は、敷金及び保証金の回収による収入212百万円、長期貸付金の回収による収入５百万円であり、資金の主な減少項目

は、預り保証金の返還による支出17百万円、有形固定資産の取得による支出７百万円であります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー)

　財務活動の結果支出した資金は、１百万円（前年同四半期は百万円未満の支出）となりました。これは、長期借入金

の返済等によるものであります。

 

（３）財政状態

当第１四半期連結会計期間末の総資産は9,713百万円と、前連結会計年度比100百万円(1.0％)の減少となりました。

負債は7,303百万円となり前連結会計年度末比116百万円（1.6％）の減少、純資産は2,410百万円で、前連結会計年度

末比15百万円（0.6％）の増加となりました。この結果、自己資本比率は、前連結会計年度末比0.4ポイント増の24.8％

となりました。
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（４）事業上及び財務上の対処すべき課題

カー用品業界におきましては、カーユーザーの消費節約志向や若者のクルマ離れなど、引き続き厳しい市場環境が

続くものと思われます。

その様な事業環境の中、当社グループでは新たに策定した「中期経営計画2013」に基ずき、収益性と経営効率の向

上に取り組んで参ります。

収益性の向上につきましては、車検・整備、板金・塗装等のメンテナンスサービスと、タイヤ交換などの消耗品の提

供に注力することで、売上総利益率の向上を目指します。また、既存店舗に洗車機の導入をはじめとした各種活性化投

資を実施し、地域ごとの競争環境に合わせた品揃え、売場づくりを行なうことにより、リピーターの確保と新たなお客

様の獲得、並びに顧客満足度の向上を図って参ります。

また、引き続き経費削減を徹底するとともに、在庫管理の徹底とロスの防止、保有資産の有効活用に取り組み経営効

率の向上を図って参ります。

　

（５）研究開発活動

　該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 39,600,000

計 39,600,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成25年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成25年８月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 14,451,000 14,451,000

東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

単元株式数

100株

計 14,451,000 14,451,000 － －

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

 該当事項はありません。

　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。　

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額
（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成25年４月１日～

平成25年６月30日
－ 14,451,000 － 1,451,175 － 1,611,819

　

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成25年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

①【発行済株式】

 平成25年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　　　　 200 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　　14,449,900 144,499 －

単元未満株式 普通株式　　       900 － －

発行済株式総数 14,451,000 － －

総株主の議決権 － 144,499 －

　（注）　「完全議決権株式（その他）」には、証券保管振替機構名義の株式が300株(議決権の数3個)含まれております。

②【自己株式等】

 平成25年６月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社オートウェーブ
千葉市稲毛区宮野木町

1850番地
200 － 200 0.0

計 － 200 － 200 0.0

　

２【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

  なお、四半期連結財務諸表規則第５条の２第２項により、四半期連結キャッシュ・フロー計算書を作成しており

ます。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成25年４月１日から平

成25年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年６月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表について、清和監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 525,710 713,046

受取手形及び売掛金 350,435 339,373

商品及び製品 711,776 750,396

その他 540,455 337,395

貸倒引当金 △11,899 △11,775

流動資産合計 2,116,478 2,128,436

固定資産

有形固定資産

建物 4,697,342 4,662,132

減価償却累計額 △1,860,695 △1,865,675

建物（純額） 2,836,646 2,796,456

土地 2,512,186 2,512,186

その他 1,176,207 1,182,274

減価償却累計額 △966,777 △960,416

その他（純額） 209,430 221,857

有形固定資産合計 5,558,263 5,530,500

無形固定資産 40,937 38,138

投資その他の資産

敷金及び保証金 1,959,439 1,880,538

その他 168,136 164,894

貸倒引当金 △28,695 △28,695

投資その他の資産合計 2,098,880 2,016,737

固定資産合計 7,698,081 7,585,377

繰延資産 139 120

資産合計 9,814,699 9,713,933

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 450,103 434,169

1年内返済予定の長期借入金 52,040 52,040

未払法人税等 45,976 6,251

賞与引当金 5,920 7,770

ポイント引当金 13,308 10,442

建物等除却損失引当金 31,688 －

その他 480,262 466,917

流動負債合計 1,079,298 977,590

固定負債

長期借入金 4,731,051 4,730,541

長期預り敷金保証金 1,058,312 1,036,092

資産除去債務 382,006 384,125

その他 168,902 175,057

固定負債合計 6,340,273 6,325,817

負債合計 7,419,571 7,303,407
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,451,175 1,451,175

資本剰余金 1,611,819 1,611,819

利益剰余金 △667,711 △652,312

自己株式 △155 △155

株主資本合計 2,395,127 2,410,525

純資産合計 2,395,127 2,410,525

負債純資産合計 9,814,699 9,713,933
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年６月30日)

売上高 2,658,729 2,318,138

売上原価 1,822,845 1,535,328

売上総利益 835,884 782,809

販売費及び一般管理費 794,606 785,389

営業利益又は営業損失（△） 41,278 △2,580

営業外収益

受取手数料 30,894 35,425

その他 15,083 14,462

営業外収益合計 45,978 49,887

営業外費用

支払利息 29,051 27,551

その他 5,861 159

営業外費用合計 34,912 27,711

経常利益 52,344 19,596

特別損失

固定資産除却損 145 1,250

減損損失 823 1,197

特別損失合計 969 2,447

税金等調整前四半期純利益 51,374 17,149

法人税、住民税及び事業税 4,308 2,641

法人税等調整額 △89,217 △890

法人税等合計 △84,908 1,750

少数株主損益調整前四半期純利益 136,283 15,398

四半期純利益 136,283 15,398
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 136,283 15,398

その他の包括利益

その他の包括利益合計 － －

四半期包括利益 136,283 15,398

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 136,283 15,398

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 51,374 17,149

減価償却費 51,445 49,220

減損損失 823 1,197

賞与引当金の増減額（△は減少） 2,990 1,850

貸倒引当金の増減額（△は減少） △1,674 △124

ポイント引当金の増減額（△は減少） △1,924 △2,866

建物等除却損失引当金の増減額（△は減少） － △31,688

転貸損失引当金の増減額（△は減少） △5,100 －

リース資産減損勘定取崩額 △4,371 △1,625

受取利息及び受取配当金 △121 －

支払利息 29,051 27,551

固定資産除売却損益（△は益） 145 12,918

売上債権の増減額（△は増加） 20,607 5,892

たな卸資産の増減額（△は増加） △83,428 △42,001

仕入債務の増減額（△は減少） 10,586 △15,933

未払消費税等の増減額（△は減少） 1,412 5,605

営業保証金の増減額（△は増加） 31,369 66,765

その他 6,086 △10,260

小計 109,272 83,650

利息及び配当金の受取額 235 114

利息の支払額 △54,574 △53,331

法人税等の支払額 △9,624 △29,533

営業活動によるキャッシュ・フロー 45,309 898

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △803 △7,895

無形固定資産の取得による支出 △1,305 △962

固定資産の除却による支出 － △1,250

敷金及び保証金の差入による支出 △1,356 △488

敷金及び保証金の回収による収入 15,066 212,624

預り保証金の返還による支出 △16,759 △17,051

長期貸付金の回収による収入 5,292 5,292

その他 △1,393 △2,816

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,258 187,451

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入金の返済による支出 △510 △510

リース債務の返済による支出 － △504

財務活動によるキャッシュ・フロー △510 △1,014

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 43,540 187,336

現金及び現金同等物の期首残高 560,068 525,710

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 603,608

※
 713,046
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【注記事項】

（会計方針の変更）

該当事項はありません。

　　

（追加情報）

　該当事項はありません。　　

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前第１四半期連結累計期間
（自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自  平成25年４月１日
至  平成25年６月30日）

現金及び預金勘定 603,608千円 713,046千円

現金及び現金同等物 603,608 713,046

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間（自平成24年４月１日　至平成24年６月30日）

　当社グループの報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務諸表が入手可能であり、取締役会

が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものでありま

す。

　従来、当社グループは報告セグメントを「自動車用品販売事業」としておりましたが、当第１四半期連結累

計期間より、「自動車用品販売等事業」に名称を変更しております。この変更は、既存の店舗施設の有効活用

の重要性が増してきたことに伴い、これらを自動車用品販売部門の拠点としてのみならず、その他のテナン

トへの賃貸も含めた複合施設として位置づけ活用するという事業方針の変更に基づき、不動産部門を含めた

店舗ごとの収益性をより詳細にマネジメントし、その実態をより適切に表示するために行ったものでありま

す。

　なお、当社グループは店舗ごとを基礎とした「自動車用品販売等事業」の単一セグメントであるため記載

を省略しております。

　

当第１四半期連結累計期間（自平成25年４月１日　至平成25年６月30日）

　当社グループは店舗ごとを基礎とした「自動車用品販売等事業」の単一セグメントであるため記載を省略

しております。

　

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第１四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額 9円43銭 1円7銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 136,283 15,398

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 136,283 15,398

普通株式の期中平均株式数（千株） 14,450 14,450

　　（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成25年８月７日

株式会社オートウェーブ

取締役会　御中

清和監査法人

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 藤本　亮　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 平澤　優　　印

  当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社オート

ウェーブの平成25年４月１日から平成26年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成25年４月１日

から平成25年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年６月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結

キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
　
監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社オートウェーブ及び連結子会社の平成25年６月30日現在の

財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示

していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。
　

以　　上

　

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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